




























日本の面影」というタイトルで全四回にわたって講師を務められ、広く一般社会人にも講義を実施されています。また、このようなご専門領域のご活躍だけではなく、社会活動としての「鎌倉てらこや」で 国内のネットワークを重視し、二〇一一年三月の東日本大地震後の支援活動も展開していま た。　「鎌倉てらこや」は地域貢献活動で、文部科学大臣奨励賞など四つの賞を受賞しています。先生の学部ゼミ生や大学院生には専門領域 比較文学・比較文化論以外の社会活動やＮＰＯ活動に関心を持って研究を進めている方々もおられました。池田先生ならではのお人柄によるところも大きかったと思います。偶然にも私の 室が池田先生 正面であったことから国際協力活動を行なっている私にも大きな刺激でした。　最後に、このような多方面でご活躍なさっておられた池田先生ですが、社会科学総合学術院におかれましても、学
生担当教務副主任や主任を務められ、学生指導や学生相談に心血を注がれました。また、大学院教務委員も務められ社会科学研究科の発展にも寄与されました。社会科学総合学術院は二〇一六年に設立五十周年を迎えることができましたのも、池田先生をはじめ先輩先生たち お蔭であると思っております。今後とも学術院発展のために ご指導、ご助言をいただければ幸いです。池田雅之 今後の 健康と益々のご活躍を祈念しております。
